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プログラマーでなくても使える

Office XPでXMLウェブサービス

インターネット上に公開され、自由に活

用できるXMLウェブサービスは、天気予

報、郵便番号、辞書サービスなど実験的

なものを含めすでに数多く存在している。

しかし、C#やVB .NETなどの本格的な

プログラミング言語を使って小難しいプロ

グラムを組まなければXMLウェブサービ

スは使えないと考えていないだろうか。

あまり知られていないが、Office XP

には、XMLウェブサービスを活用するた

めのOffice XP Web Services Toolkit

（以降、WSTK）という追加ソフトが提供さ

れている。すでにVBA（Visual Basic

for Applications）で何らかのプログラム

を組んだ経験があれば、このWSTKをイ

ンストールするだけで、XMLウェブサービ

スを活用するプログラムもすぐに組めるよ

うになる。しかし、WSTKに付属する簡

単なサンプルだけでは、実際にXMLウェ

ブサービスを活用するイメージがなかなか

つかめないのも事実だ。そこでマイクロソ

フト社が2002年12月にリリースしたOffice

XP Web Services Toolkit 2.0評価キット

（以降、評価キット）を使ってみよう。この

評価キットは、Office XPとWSTKを組

み合わせてXMLウェブサービスを使うと

どんなことができるかを具体的に体験す

るためのものだ。スマートタグなど新しい

機能をXMLウェブサービスと組み合わせ

ることで、単なるExcelアプリケーション

とは思えない機能を実現している。

XMLウェブサービス
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ビジネスとテクノロジーの新たな変革

篠原慶

Office XP Web Services Toolkit 2.0をインストールしさえすれば、日頃から使い慣れた

Office XPのVBA（Visual Basic for Application）で手軽にXMLウェブサービスを利用

するプログラムを組むことができる。今回は、Office XP Web Services Toolkit 2.0およ

びXMLウェブサービスをより理解するために提供されているOffice XP Web Services

Toolkit 2.0評価キットを使ってみる。

特 別 寄 稿

第2回
Office XPを使って
XMLウェブサービスを
体験してみよう

●1台または2台のパソコン
●サーバー側に必要なもの
1. IIS 5.0以上

Windows 2000 Server/Professional、Windows XP Professionalに付属

2. Microsoft SQL Server 2000（またはMSDE 2000）Service Pack 2以上
http://www.microsoft.com/japan/sql/downloads/2000/sp2.asp

MSDEは、6.からダウンロードできるMicrosoft .NET Framework SDKにも含まれている

●クライアント側に必要なもの
3. Microsoft Office XP（Excel 2002）Service Pack 2以上

http://www.microsoft.com/japan/office/downloads/xpsp2/default.asp

4. Office XP Web Services Toolkit 2.0（無償）
http://www.microsoft.com/japan/office/developer/webservices/download.asp

●サーバー側／クライアント側の両方に必要なもの
5. Office XP Web Services Toolkit 2.0評価キット（無償）

http://www.microsoft.com/japan/office/developer/webservices/evaluationkit/

6. Microsoft .NET Freamework Service Pack 2以上（無償）
http://www.microsoft.com/japan/msdn/netframework/downloads/sdk.asp

評価キットの実行に必要なもの ※詳しくは評価キットのインストールガイドを参照
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評価キットとXMLウェブサービス

評価キットは、XMLウェブサービスやデ

ータベース関連のファイルを含む「サーバ

ー用セットアップファイル」、実際に操作す

るExcelシートを含む「クライアント用セッ

トアップファイル」、サーバーセットアップ後

の環境設定などを説明する「インストール

ガイド」、サンプルプログラムの利用手順を

示す「操作手順書」の4つで構成されてい

る。

サーバーとクライアントをそれぞれ別の

コンピュータ上にセットアップすることも、1

台のコンピュータ上に両方セットアップす

ることもできる。セットアップは、インストー

ルガイドを確認しながら進めよう。同じコ

ンピュータ上にセットアップするのであれ

ば、セットアップはすぐに完了する。

この評価キットの舞台は、架空のコンビ

ニエンスストア「マイクロストア」の本部デ

ータセンターと平塚市の飯島店だ。

サーバー側となるマイクロストア本部デ

ータセンターは、各店舗の売上データや商

品データを管理していて、これらのデータ

はインターネット経由でXMLウェブサービ

スとして公開されている。一方、クライア

ント側のマイクロストア飯島店は、XMLウ

ェブサービスで公開されているデータを

取得して、店舗の経営管理に活用したい

と考えている。

評価キットの操作手順書に従って操作

することで、Excel 2002を使って、ウェブ

サービスからデータを取得して活用する

様子をシミュレートできる。

もちろん、旧来のクライアント／サーバ

ーでも同様なシステムを構築することが可

能だが、XMLウェブサービスでは特殊な

プロトコルを使うのではなく、一般的なウ

ェブと同じHTTPプロトコルを使い、デー

タのやり取りには、オープンなデータ形式

であるXML/SOAPを使用するのがポイ

ントだ。

あくまでも一般的なウェブの延長にある

仕組みにより、サーバー、クライアントの双

方において、特殊な機構を必要とせず、

月刊.NETテクノロジー 3月号好評発売中

特集：「ケーススタディーで学ぶ
システムインテグレーションの実際」
定価1,400円　全国有名書店で発売中

図2 評価キットのクライアント側はExcelを使うようになっている

図1 評価キットで扱う架空のコンビニエンスストアのシステム

マイクロストア系列 
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ローコストにシステムを構築できる。また、

いくつかのコンピュータが相互にデータを

交換する場合でも、プロトコルなどの下層

部の仕様の互換性を考慮する必要がなく

なる。

評価キットで試す

Excel＋XMLウェブサービスの実力

デスクトップ上にある「発注書.XLS」を

開くと、評価キットのシステム構成を示す

トポロジー図のシートが表示される。この

シート自体は何ら機能を持たないが、こ

れから行うことの概要として頭に入れてお

こう。

最初は、本部の売上データを取得した

い。「カテゴリーデータ群」シートを開き、

「月間売上データの取得」ボタンをクリック

すると、XMLウェブサービスに接続し、本

部のデータベースにある売上データがシ

ートに展開される（図3）。このシートだけ

見ても、購入商品カテゴリー別顧客デー

タといった感で、何が売れ筋かはさっぱ

りわからない。

次の「カテゴリー分析」シートでは、マイ

クロストア飯島店の客層を、先に取得した

売上データを使ってピボットテーブルに反

映させ、その結果をグラフで表示する。こ

れで、ビジュアルにターゲットとなる客層の

絞り込みができるはずだ。そして、絞り込

まれた客層について、購入商品カテゴリ

ー別売上金額のグラフを表示する（図4）。

このグラフでわかることは、学生が軽食カ

テゴリーの商品をもっとも多く購入してい

ることである。

そこで、「商品データ群」シートに軽食カ

テゴリーの詳細な売上データを取得する

（図5）。先に取得した売上データより詳細

な情報が含まれている。このように情報を

必要に応じて「小出し」することは、一気

に大量のデータを流すことを抑止し、転

送量の観点からも、セキュリティーの観点

からも推奨されるべきことだ

図3 XMLウェブサービスから取
得した月間売上データの一覧。顧
客が何を購入したか、商品の大ま
かなカテゴリーとともに、性別、
年齢、売上金額、個数が表示され
ている。

図4 ピボットテーブルを使って
調べると、売上データから学生の
売上金額が多いことがわかった。
そこで学生だけに絞り込み、購入
商品カテゴリー別売上金額のグ
ラフを表示する。このグラフから
軽食の売上が突出していることが
わかる。

図5 購入商品カテゴリー別売上
金額のグラフ（図4）内の軽食カテ
ゴリーの要素をクリックするだけ
で、軽食カテゴリーの詳細な売上
データを取得することができる。

図6 学生・軽食の売上金額のト
ップ8。「ハイマウンテンポテト」
「ハイマウンテンチョコドーナツ」
「ベアードポテトフライ」が特に人
気が高いことがわかる。
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次の「商品分析」シートでは、詳細な売

上データを元に売上金額のトップ8商品を

グラフ表示する（図6）。

図6のグラフ上の商品の要素を選んで

クリックすると、発注確認ダイアログボック

スが表示される。ここでは、クリックした

商品の詳細な情報を確認することができ

るが、この情報も実は本部のXMLウェブ

サービスから取得している（図7）。ダイア

ログボックスの「発注書に追加」ボタンをク

リックする。そして、注文したい商品の数

だけ何度か繰り返す。

「発注書」シートを確認すると、発注確

認ダイアログボックスの「発注書に追加」ボ

タンでクリックした商品が転記されている

はずだ。発注書に数量、店舗データ（図

8）、担当者名を入力し、商品を発注する

準備ができ上がる（図9）。最後に「発注

書」シートの「発注」ボタンをクリックすれ

ば、本部に発注データが送信される。そ

して、登録が完了すると、発注番号が返

され、これで一連の発注が完了する（図

10）。

◇◇◇

評価キットは、XMLウェブサービスのフ

ロントエンドとしてOffice XPをどのよう

に活用するかを示す業務アプリケーショ

ンの優れたシミュレーションである。XML

ウェブサービスから情報を得て分析し、

発注に至るまで、どうやってExcelで効率

的に行うかを理解する手助けになるだろ

う。もちろん、WSTKを使うことで、Excel

に限らず、Word、PowerPoint、Outlook

などでもXMLウェブサービスの恩恵を受

けることができる。まずは、評価手順書を

片手に評価キットを使い、XMLウェブサ

ービスを利用する「イメージ」を身に付け

てほしい。

次回は、XMLウェブサービスへの理解

をさらに深めるため、Office XPのアドイ

ンとして使えるシンプルなXMLウェブサ

ービス対応のプログラムを作ってみる。

W E  S P E A K  S O A P

図7 発注確認ダイアログボ
ックス。商品（ここでは「ハイ
マウンテンポテト」）の詳細を
確認して、発注処理をするこ
とが可能だ。

図8 店舗の選択ダイアログボックス。この
店舗データも「さりげなく」本部のXMLウェ
ブサービスから取得したものだ。

図9 ほぼ完成した発注書。この
ように売れ筋商品の発注書を簡
単に作成できる。

図10 本部に発注データが送信
され、発注番号が返された発注書。
あとは商品が届くのを待つだけ
だ。
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